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香川の人口
男性
女性

世帯数

発　行
香川自治会広報部会

11，604人
5，734人
5，870人
4，726戸

2017.4．1現在

広報広報

平成２９年５月１５日

平成29年度

総
代
会
開
催

平
成
28
年
度
事
業
・
決
算
報
告

平
成
29
年
度
事
業
・
予
算
計
画

香
川
自
治
会
総
代
会

地
引
網
大
会

諏
訪
神
社
例
大
祭

浜
降
祭

香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

香
川
安
否
確
認
訓
練

敬
老
の
お
祝
い

香
川
地
区
体
育
大
会

湘
北
地
区
防
災
訓
練

湘
北
地
区
市
民
集
会

香
川
公
民
館
ま
つ
り

香
川
自
治
会
秋
ま
つ
り

賀
詞
交
歓
会

香
川
自
治
会

主
要
行
事
予
定

４
月
15
・
22
日

５
月
６
日

６
月
３
・
４
日

７
月
17
日

７
月
29
・
30
日

９
月
３
日

９
月

10
月
１
日

10
月

10
月

10
月
28
・
29
日

11
月
19
日

１
月
６
日

平
成

年
30

平
成

年
29詳

細
な
内
容
は
、
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
香
川
自
治
会
の
事
業
は
、
「
香
川
自

治
会
事
業
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
積
極
的
に
推
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
月
に
実
施
し
た
安
否
確
認
訓
練
で
は
、
組
長
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
て
、
世
帯
参
加
率
94
％
と
高
率
で
し

た
。
当
日
は
小
和
田
地
区
自
治
会
幹
部
の
見
学
も
あ

り
、
賛
辞
を
得
ま
し
た
。
今
年
も
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
の
重
点
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
自
治
会
の
組
織
に
つ
い
て

　

会
長
、
代
表
副
会
長
、
総
務
、
会
計
部
長
は
も
と
よ

り
四
町
内
会
長
を
加
え
て
地
域
の
情
報
収
集
を
得
や
す

く
、
風
通
し
の
良
い
、
見
え
る
自
治
会
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

２
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

香
川
甘
沼
線
（
香
川
小
学
校
通
り
）

と
市
道
７
１
１
５
線
（
香
川
駅
か
ら
聖

天
橋
）
の
整
備
拡
幅
工
事
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
目
に
見
え
て
き
て
い
ま

せ
ん
。

　

双
方
共
に
予
算
と
の
関
係
で
長
期
化

を
要
す
る
よ
う
で
す
が　

そ
の
途
上
に

お
い
て
も
地
域
に
と
っ
て
、
よ
り
効
果

的
な
措
置
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政

に
対
し
て
は
積
極
的
に
協
議
を
働
き
か

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
　
防
災
・
防
犯
対
策
に
つ
い
て

　

基
本
方
針
の
安
全
、
安
心
の
地
域
を

目
指
し
ま
す
。

・
防
災
に
つ
い
て

　

今
年
８
月
に
市
よ
り
自
治
会
に
避
難

行
動
支
援
者
名
簿
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
慎
重
な
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
３
日
に
は
、
香
川
自
治
会
独
自

に
第
２
回
目
の
安
否
確
認
訓
練
を
実
施

し
、
会
員
各
位
の
意
識
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

香
川
自
主
防
災
組
織
を
強
化
し
、
市

と
連
携
し
て
情
報
収
集
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
等
の
研
修
も
引
き
続

き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

・
防
犯
に
つ
い
て

　

「
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
」
を
拠
点
と
し
た

パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
20
数
年
来
、
困
難
で
あ
る
と
言

わ
れ
る
「
駅
前
交
番
の
設
置
要
求
」
も

根
強
く
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
発
足
し
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
実
現
に
向
け
、
今
年
度
よ
り
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
行
政
の
補
助
金
と

併
せ
、
年
内
に
複
数
基
の
設
置
を
行

い
、
香
川
地
区
に
お
け
る
犯
罪
、
事
故

を
抑
止
し
安
全
・
安
心
を
高
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

４
　
ご
み
問
題
に
つ
い
て

　

環
境
部
会
が
積
極
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
ご
み
の
出
し
方
の
徹
底
、
ご

み
置
き
場
の
理
解
・
整
備
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
な
し
で

は
、
な
し
得
ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
　
会
員
拡
大
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

昨
年
も
相
当
数
の
住
宅
が
新
築
さ
れ

ま
し
た
が
、
会
員
の
拡
大
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
防
災
・
防

犯
・
ご
み
等
を
共
に
考
え
る
、
仲
間
作

り
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

香川自治会長
沓沢　幸子

　

４
月
15
日
に
平
成
28
年
度
事
業
報

告
、
事
業
費
決
算
報
告
及
び
平
成
29
年

度
代
議
員
の
承
認
、
ま
た
、
同
月
22
日

に
、
29
年
度
事
業
計
画
、
事
業
費
予
算

及
び
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
・
運
用
・
管
理

要
領
を
審
議
す
る
総
代
会
が
自
治
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
の
総
代
会
は
、
議
長
に
第
一
町

内
会
の
小
笠
原
氏
、
議
事
録
署
名
人
に

は
、
同
町
内
会
の
遠
藤
氏
、
沼
本
氏
が

選
出
さ
れ
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
及
び
平
成
29
年
度
代
議
員
が

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て

は
、
総
務
部
会
長
、
会
計
部
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
の
総
代
会
は
、
議
長
に
第
二
町

内
会
の
水
島
氏
、
議
事
録
署
名
人
に

は
、
同
町
内
会
の
馬
場
氏
、
渡
辺
氏
が

選
出
さ
れ
、
平
成
29
年
度
事
業
計
画
、

事
業
費
予
算
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
・

運
用
・
管
理
要
領
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
総
務
部
会
長
、
会
計
部
会
長

及
び
代
表
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
川
自
治
会
は
、
決
定
さ
れ
た
事
業

計
画
並
び
に
予
算
に
基
づ
い
て
、
明
る

く
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
、

住
み
よ
い
香
川
を
目
指
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長　

竹
内
）

　科　　　目　
繰 越 金
正 会 員 会 費
特 別 会 員 会 費
交 付 金 ・ 補 助 金
資 源 回 収 協 力 金
寄 付 金 ・ 受 取 利 息
会 館 収 入
行 事 収 入
ふれあい祭特別勘定繰り入れ
雑 収 入
収 入 総 額

経

常

費

事

業

費

募
金
・
団
体
助
成
及
び
分
担
金

平成29年度予算額

3,211,403
12,096,000

201,600
1,800,000
1,450,000

1,000
850,000
450,000
110,206
100,000

20,270,209

平成28年度決算額

3,409,286
12,160,280

199,600
1,800,085
1,454,682

70
830,240
427,250

0
85,400

20,366,893

平成29年度予算額

150,000
200,000
50,000
50,000
40,000

920,000
1,000,000
2,300,000

100,000
500,000

2,000,000
1,500,000

880,000
0

460,000
0

500,000
10,650,000

340,000
435,000
355,000
370,000
527,000
40,000

900,000
982,000
410,000
782,000
268,000
50,000

265,000
5,724,000

385,000
410,000
170,000
100,000
50,000
60,000

155,000
230,000
400,000
30,000
20,000
60,000
30,000
30,000
30,000

102,300
57,000
34,000

440,000
2,793,300

19,167,300
0

1,102,909
20,270,209

平成28年度決算額

104,521
62,960

0
26,200
20,000

900,000
992,126

2,093,927
77,980

800,000
2,000,000
1,500,000

877,370
0

396,000
0

261,943
10,113,027

304,725
345,346
297,352
341,167
184,963
25,283

775,325
942,854
318,911
400,670
149,068
39,183

257,706
4,382,553

385,000
410,000
170,000
100,000
50,000
60,000

155,000
230,000
400,000
30,000
20,000
30,000
30,000
30,000

-
101,910
56,000
34,000

368,000
2,659,910

17,155,490
3,211,403

0
20,366,893

平成29年4月1日　香川自治会　会　　　長　沓澤　幸子
会計部会長　山本　裕子

＜収入の部＞

＜支出の部＞

（単位：円）

募
金
協
賛
金

各
種
団
体
助
成
金

分

担

金

　科　　　目　　
会 議 費
事 務 消 耗 品 費
旅 費 ・ 交 通 費
慶 弔 費
交 際 費
給料・手当（伝達員）
防 災 費
会 館 維 持 管 理 費
さくらハウス維持管理費
自治会館修繕積立金
自治会館建設積立金
防犯カメラ設置等積立金
共 済 火 災 保 険 料
修繕費・LED電灯取替費
敬 老 祝 い 金
東日本大震災募金
雑 費
小 計
第 一 町 内 会 費
第 二 町 内 会 費
第 三 町 内 会 費
第 四 町 内 会 費
総 務 部 会 費
会 　 計 　 部 　 会 　 費
ふ れ あ い 部 会 費
広 報 部 会 費
環 境 部 会 費
体 育 部 会 費
防 犯 部 会 費
会 館 管 理 部 会 費
防 災 部 会 費
小 計

日 本 赤 十 字
赤 　 い 　 羽 　 根
年 末 助 け 合 い
子 ど も 会
青少年育成推進協議会
レ デ ィ ー ス 香 川
寿 ク ラ ブ
体 育 振 興 会
香 川 消 防 団
香川諏訪神社御輿保存会
香川祭囃子保存会
香川地区社会福祉協議会
に こ に こ サ ー ク ル
ふ れ あ い サ ロ ン
ボランティア香川
防 犯 協 会
湘北自治会連合会
湘北地区社会福祉協議会
資源回収協力金

 小     　　　計
支 出 合 計
繰 越 金
予 備 費
支 出 総 合 計

香川自治会館修繕積立金
香川自治会館建設積立金
防犯カメラ等設置積立金
香川浜降祭実行委員会積立金

185,171
12,014,790
1,500,000
2,128,132

＜預金・積立金残高＞ （単位：円）

平成29年
4月1日現在

平成29年度　香川自治会　一般会計予算
(2017年4月1日～2018年3月31日）
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第
一
町
内
会

第
二
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

平成２９年５月１５日

　

田
ん
ぼ
の
蛙
が
、
ゲ
ロ
ゲ
ロ
と
鳴
き

始
め
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

田
ん
ぼ
も
香
川
地
域
に
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
が
小
学
校
に
通
う
頃
、
自
治
会
館

周
辺
一
帯
は
田
ん
ぼ
で
、
夏
に
は
緑

（
稲
）
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
が
一
面
に
広
が

っ
て
い
た
風
景
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

さ
て
、
香
川
自
治
会
に
お
い
て
は
29

年
度
を
迎
え
、
新
組
長
お
よ
び
新
代
議

員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
一
年

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

旧
組
長
と
旧
代
議
員
の
方
々
に
は
、

昨
年
度
に
始
め
て
実
施
し
た
安
否
確
認

訓
練
の
際
に
、
多
く
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
頂
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
防
災
訓
練
で
し
た
が
、
趣

旨
を
理
解
し
て
頂
き
、
多
少
の
困
惑
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
滞
り
な
く

訓
練
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
の
成

果
を
組
内
で
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
９
月
３
日
（
日
）
午
前
９

時
よ
り
実
施
し
ま
す
。
こ
の
訓
練
で
は

組
内
の
安
否
確
認
方
法
、
安
否
確
認
者

の
選
定
の
ほ
か
、
一
部
見
直
し
、
名
簿

の
修
正
と
し
て
家
族
数
、
要
支
援
者
を

記
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に
第
四
町
内
会
は
、
４
月
現
在
92
組
787

世
帯
の
組
織
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

組
織
で
い
ざ
と
い
う
と
き
に
訓
練
の
成

果
が
生
か
せ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
香
川
自
治
会
の
課
題
と
し

て
は
、
自
治
会
未
加
入
者
の
誘
致
、
町

内
区
分
け
（
境
界
）
の
見
直
し
等
で
す
。

　

最
後
に
こ
の
香
川
に
、
住
ん
で
良
か

っ
た
と
思
え
る
〝
ま
ち
づ
く
り
〟
の
た

め
に
、
会
員
皆
様
の
お
力
を
お
貸
し
下

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
椎
野
）

　

４
月
か
ら
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
香
川
小
学
校
で
は
６
日
に
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
町
内
会
で
も

役
員
の
一
部
が
交
代
し
て
新
し
く
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

第
一
町
内
会
は
、
新
し
い
代
議
員
６

名
を
合
わ
せ
た
27
名
の
役
員
と
58
名
の

組
長
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
役
員
、
組
長

さ
ん
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

町
内
に
は
役
員
や
組
長
以
外
に
も
地

域
の
た
め
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方

々
が
大
勢
い
ま
す
。
香
川
地
区
体
育
振

興
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
の
健

康
増
進
や
体
力
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
香
川
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
は

香
川
駅
前
に
あ
る
防
犯
連
絡
所
「
さ
く

ら
ハ
ウ
ス
」
を
拠
点
に
し
て
地
域
の
防

犯
、
下
校
時
の
児
童
見
守
り
の
た
め

に
、
毎
日
数
名
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。
体
育
振
興
会
主
催
の

行
事
や
香
川
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に

気
軽
に
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

地
域
に
溶
け
込
む
よ
い
機
会
に
な
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
町
内
役
員
に

お
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。　

（
安
江
）

　

爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

新
た
な
組
長
、
代
議
員
を
迎
え
、
４

月
よ
り
平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
本
年
度
も
組
長
並
び
に
役
員
の

お
力
を
お
借
り
し
、
「
安
全
で
安
心
し

て
住
み
続
け
ら
れ
る
香
川
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
」
町
内
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

事
業
活
動
方
針
は
、
自
治
会
・
町
内

会
の
年
間
事
業
の
実
施
は
も
と
よ
り
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
町
内
の
防
災
、
防
犯
、
環
境

整
備
等
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

９
月
３
日
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る

安
否
確
認
訓
練
も
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

昨
年
の
訓
練
の
際
、
多
く
の
ご
意
見
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
頂
い
た
ご
意
見
を

今
年
の
訓
練
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

香
川
の
玄
関
と
し
て
の
香
川
駅
前
花

壇
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

も
仲
通
り
子
ど
も
会
と
協
働
し
て
、
更

な
る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
町
内
会
で
は
、
毎
月
の
町
内
役

員
会
で
、
身
近
な
テ
ー
マ
を
議
題
と
し

て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
方
で
気
づ
い
た
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
、
８
月
、
９
月
に
は
体
育
振
興

会
及
び
子
ど
も
会
の
役
員
と
の
合
同
役

員
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
中
で
も
様

々
な
テ
ー
マ
で
の
意
見
交
換
・
情
報
提

供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
月
・
６
月
の
主
な
行
事
予
定

５
月

13
日　

町
内
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

13
日　

町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

14
日　

町
内
合
同
役
員
会

６
月

３
～
４
日　

諏
訪
神
社
例
大
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
亀
井
）

　

新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
、
任
期
２
年
目
の
役
員

さ
ん
、
新
組
長
さ
ん
、
代
議
員
さ
ん
、

今
年
度
の
自
治
会
・
第
２
町
内
会
の
活

動
に
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
二
町
内
会
で
は
毎
月
第
３
土
曜
日

に
組
長
さ
ん
に
よ
る
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
午
後
６
時
半
の
集
合
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
下
期
の
十
月
か
ら

は
暗
く
な
る
前
の
午
後
４
時
と
致
し
ま

す
。
会
員
・
ご
家
族
の
方
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
度
始
め
は
行
事
が
多
く
、
会
員
皆

様
の
ご
参
加
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

５
月
・
６
月
の
主
な
行
事
予
定

５
月
６
日　

地
引
網
大
会

５
月
20
日　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

６
月
３
・
４
日

　

香
川
諏
訪
神
社　

例
大
祭

６
月
24
日　

防
災
機
器
説
明
と
町
内
美

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

・
夕
方
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
止

６
月
25
日　

移
動
式
ホ
ー
ス
格
納
箱
取

扱
い
訓
練

　

第
２
町
内
会
で
は
防
災
部
会
長
・
防

災
リ
ー
ダ
ー
・
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力

を
頂
き
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
や
一
人
住
ま
い
の
方
と

の
連
絡
を
密
に
し
て
、
災
害
時
に
備
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
役
員
の
一
部
に
変
更
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　

町
内
総
務　

小
出
和
弘

　
　

町
内
会
計　

小
林　

泉

　
　

環
境
部
会　

石
田
カ
ツ
子

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
嶋
）

■ 

平
成
29
年
度 

■

　
香
川
自
治
会
代
議
員
名
簿

第一町内会第二町内会

第四町内会 第三町内会

田
中　

敦　
　
　

Ａ　

18
組

小
雀　

勇　
　
　

Ｂ　

７
組

守
屋　

里
香　
　

Ｃ　

34
組

辻　

明
敏　
　
　

Ｄ　

29
組

小
林　

哲
也　
　

Ｅ　

21
・
１
組

小
笠
原
幸
四
郎　

Ｆ　

26
・
２
組

		


板
倉　

悟
一　
　

Ａ　

７
・
１
組

渡
邊　

勝
則　
　

Ａ　

７
・
２
組

水
島　

幸
夫　
　

Ａ　

13
・
５
組

渡
辺　

澄
子　
　

Ｂ　

20
組

小
口　

俊
英　
　

Ｃ　

31
・
８
組

小
林　

秀
人　
　

Ｃ　

32
組

沢
崎　

育
久　
　

Ｃ　

36
・
４
組

清
水　

湧
一　
　

Ｃ　

37
・
３
組

杉
山　

稔　
　
　

Ｄ　

44
・
２
組

村
井　

和
雄　
　

Ｄ　

48
・
１
組

小
出　

和
幸　
　

Ａ　

１
・
２
組

織
田　

秀
樹　
　

Ｂ　

24
・
３
組

奥
津　

清
文　
　

Ｃ　

31
・
７
組

原
田　

敦
夫　
　

Ｄ　

21
・
１
組

朝
倉　

正
明　
　

Ｅ　

10
・
１
組

鈴
木　

将
大　
　

Ｅ　

15
組

佐
藤　

匡
寿　
　

Ｈ　

30
・
１
組

野
村　

研　
　
　

Ｈ　

30
・
２
組

		


佐
藤　

大
輔　
　

Ａ　

８
・
２
組

佐
々
木
康
雄　
　

Ａ　

９
・
１
組

伊
藤　

松
男　
　

Ｂ　

16
・
１
組

青
木　

幹
夫　
　

Ｂ　

22
・
１
組

後
藤　

孝
子　
　

Ｃ　

31
・
２
組

小
林　

博
幸　
　

Ｃ　

36
・
３
組

売
井
坂
歳
雄　
　

Ｄ　

38
・
８
組

水
鳥　

健
次　
　

Ｄ　

43
組

西川　啓子
菅沢　孝一

佐々木 次臣
安田　道夫
久保田　豊
柏倉　紘

柏尾　成喜
水落　辰二
安江　利一
尾崎　雄三
梅本　泰一
榎本　揚一
本間　寿夫

高橋　秦
里木　忠雄
磯部　晶夫
小林　基一
木本　実

臼井　五郎
飯塚　靖男
高塩　義子
沼本　守

小川　悌三
鈴木　新次
遠藤　代二

香川防犯ボランティア隊体育振興会
【企画委員】

関根　靖浩
入江　圭司

海老名 礼以子
遠藤　一行

【運営委員】
末武　亨一
松本　香美
渡辺　寿光
渡辺　美香

●
３
月
定
例
役
員
会
（
３
月
４
日
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
節
分
祭
の
収
支
報
告
（
自
治
会
長
）

②
新
組
長
会
議
終
了
後
の
事
務
連
絡
に

つ
い
て

③
29
年
度
事
業
計
画
・
予
算
等
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
予
定

④
29
年
度
役
員
定
例
役
員
会
等
の
予
定

　
　
　

（
②
、
③
、
④
総
務
部
会
長
）

⑤
29
年
度
自
治
会
費
の
徴
収
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル　
　
　
　

（
会
計
部
会
長
）

⑥
環
境
部
会
の
美
化
倉
庫
の
鍵
取
り
扱

い
に
つ
い
て　
　
　

（
環
境
部
会
長
）

⑦
29
年
度
勘
重
郎
堀
跡
地
の
清
掃
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

（
環
境
部
会
長
）

⑧
第
21
回
地
引
網
大
会
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
体
育
部
会
長
）

⑨
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
計
画
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長
）

検
討
事
項

①
自
治
会
館
改
修
工
事
費
お
よ
び
自
治

会
館
修
繕
積
立
金
に
つ
い
て

②
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
伴
う
対
応

③
自
治
会
掲
示
板
の
更
新
・
移
設

●
４
月
定
例
役
員
会
（
４
月
８
日
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
自
治
会
掲
示
板
の
更
新
・
移
設
に
つ

い
て

②
平
成
29
年
度
防
犯
灯
新
設
の
要
望
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

（
①
、
②
総
務
部
会
長
）

③
そ
の
他

・
４
月
９
日
勘
重
郎
堀
散
策
路
の
清
掃

に
つ
い
て
／
第
一
町
内
会

・
自
治
会
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

の
変
更
に
つ
い
て

・
ご
み
環
境
学
習
会
に
つ
い
て

検
討
事
項

①
平
成
28
年
度
香
川
自
治
会
事
業
報
告

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

決
算
書

②
平
成
29
年
度
香
川
自
治
会
事
業
計
画

　
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

予
算
書

③
そ
の
他

　

総
代
会
の
議
長
・
書
記
に
つ
い
て
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防
災
だ
よ
り
No.30

70
60
50
40
30
20
10

0
25 26 27 28 平均件数 年度

香
川
地
区
・
犯
罪
発
生
推
移

61
56

46

平均
発生率 11,675

44.5 ×100=0.38％

発生率
0.13％

15

=

凶
悪
犯

粗
暴
犯

空
き
巣
・
忍
び
込
み

事
務
所
・
出
店
荒
ら
し

ひ
っ
た
く
り

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
動
車
盗

車
上
・
部
品
狙
い

そ
の
他
の
窃
盗

器
物
損
壊

振
り
込
め
詐
欺

そ
の
他
の
刑
法
犯

合
計

香 川
みずき
松風台
甘 沼

15
２
２
７

２
０
０
０

１
０
０
０

０
０
０
０

２
０
０
１

２
１
０
０

５
１
０
４

２
０
０
２

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
１
０

０
０
１
０

１
０
０
０

０
０
０
０

罪
種

地
区

窃　盗28
年
度 

刑
法
犯
発
生
累
計
1
〜
12
月

N
EW
S

　

香
川
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
は
、
駅

前
の
「
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
」
を
拠
点
に
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
毎
日
行
っ
て
い
ま

す
。

　

２
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
、
香
川
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
・
隊
長
会
議
を
報

告
し
ま
す
。

　

出
席
者
は
、
26
隊
の
各
隊
長
、
自
治

会
役
員
、
防
犯
部
会
員
。
来
賓
に
茅
ヶ

崎
警
察
署
生
活
安
全
課
佐
藤
課
長
、
市

役
所
安
全
対
策
課
奥
山
主
査
、
八
窪
主

事
、
香
川
小
学
校
大
八
木
校
長
に
ご
列

席
頂
き
ま
し
た
。

　

沓
澤
自
治
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

大
八
木
校
長
か
ら
毎
日
の
活
動
に
対
す

る
感
謝
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の
２
名
の
方
か
ら
犯

罪
発
生
状
況
な
ど
防
犯
に
関
す
る
講
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

防
犯
部
会
か
ら
は
、
地
域
内
の
犯
罪

発
生
状
況
に
関
し
て
資
料
を
用
い
た
説

明
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
月
の
隊
長
会
議
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
表
彰
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
（
皆
勤
賞
39
名
、
精
勤
賞

20
名
）

　

最
後
に
質
疑
応
答
が
あ
り
、
全
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
ま
し
た
。

　

香
川
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
は
平
成

18
年
の
発
足
か
ら
約
11
年
が
経
ち
、
隊

員
の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
身
体

上
の
理
由
か
ら
離
隊
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。　

パ
ト
ロ
ー

ル
は
可
愛
い
お
子
さ
ん
達
の
笑
顔
を
見

な
が
ら
２
km
ほ
ど
の
散
歩
の
よ
う
な
も

の
で
月
１
回
程
度
で
す
。

　

新
規
隊
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
愛
す
る
我
が
町
の
為
、
皆
様
の
ご

参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
防
犯
部
会
長　

武
田
）

　

年
度
変
り
で
コ
ラ
ム
担
当
が
交
代
し

ま
し
た
。
防
災
部
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

や
お
願
い
の
ほ
か
、
身
近
な
課
題
と
し

て
防
災
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
意
見
な
ど
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に

担
当
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
初
め
に
今
年
も
安
否
確
認
訓
練

が
９
月
３
日
（
日
）
９
時
か
ら
実
施
さ

れ
ま
す
。
訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
現
在

防
災
部
会
で
検
討
中
で
す
。
別
途
案
内

し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
ご
協

力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
移
動
式
消

火
ホ
ー
ス
を
用
い
た
訓
練
が
６
月
25
日

（
日
）
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
、
別
途
、
各
町
内
会
で
参
加
募
集
が

案
内
さ
れ
ま
す
。
組
長
さ
ん
が
主
体
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　

（
防
災
・
加
藤
）　

　

紙
は
、
水
に
ぬ
ら
し
た
植
物
繊
維
を

重
ね
て
乾
か
す
と
そ
の
ま
ま
く
っ
つ
い

て
し
ま
い
、
そ
れ
を
ま
た
水
に
ぬ
ら
す

と
離
れ
て
も
と
に
戻
る
と
い
う
植
物
繊

維
の
性
質
を
利
用
し
て
作
ら
れ
ま
す
。

　

今
か
ら
、
約
千
四
百
年
前
に
中
国
か

ら
伝
え
ら
れ
た
製
紙
技
術
に
よ
っ
て
日

本
で
は
紙
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
の
末
に
は
、
一
度
使
っ
た

紙
を
集
め
て
す
き
返
す
、
今
で
い
う
古

紙
の
再
生
の
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
の
場
合
、
古
紙
は
業
者
を

通
じ
て
静
岡
の
製
紙
工
場
ま
で
運
ば
れ

再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

紙
は
製
紙
原
料
の
６
割
を
古
紙
が
占

め
、
国
内
で
消
費
さ
れ
る
紙
は
、
そ
の

８
割
が
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
段
ボ
ー

ル
の
回
収
率
は
さ
ら
に
高
く
、
９
割
に

上
り
ま
す
。

　

古
紙
は
用
途
別
に
、
新
聞
は
主
と
し

て
新
聞
用
紙
に
、
段
ボ
ー
ル
は
段
ボ
ー

ル
原
紙
に
、
雑
誌
は
主
に
紙
箱
の
原
料

に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
先
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

「
分
け
れ
ば
資
源
、
混
ぜ
れ
ば
ご
み
」

で
す
。
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
余
談　

段
ボ
ー
ル
は
、
波
状
に
加
工

さ
れ
た
紙
を
板
状
の
紙
で
両
側
か
ら
挟

ん
で
接
着
し
た
構
造
が
「
段
ボ
ー
ル
」

の
「
段
」
に
あ
た
り
、
英
語
の
ボ
ー
ド

（
板
）
が
な
ま
っ
て
ボ
ー
ル
と
な
っ
た

と
い
う
よ
う
で
す
。

掲
示
板
の
更
新
お
よ
び
移
設

①
香
川
駅
南
側
の
掲
示
板
の
サ
イ
ズ
が

小
さ
い
た
め
更
新
し
て
、
幅
を
1.3
ｍ
か

ら
1.5
ｍ
の
サ
イ
ズ
に
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
掲
示
板

は
、
第
二
町
内
会
に
移
設
し
ま
し
た
。

②
現
在
閑
居
山
に
設
置
さ
れ
て
い
る
掲

示
板
を
撤
去
し
、
第
二
町
内
会
に
移
動

し
ま
し
た
。

香
川
自
治
会
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
に
つ
い
て

　

今
ま
でOCN

・ADSL

セ
ッ
ト
で
接
続

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
契
約
元
よ
り
３

月
末
を
持
っ
て
提
供
を
中
止
す
る
と
の

連
絡
が
あ
り
、OCN

・
光
回
線
・
100
Ｍ

に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
「OCN

・ADSL

セ
ッ
ト
」
の
提
供
中

止
は
、
回
線
提
供
事
業
者
で
あ
る
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
株
式
会
社
のADSL

回
線
（
旧

ア
ッ
カ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
が
提
供
し

て
い
た
接
続
回
線
）
の
提
供
終
了
に
伴

う
も
の
で
す
。

　

ま
た
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
のADSL

提
供

も
、
近
い
将
来
中
止
が
見
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
接
続
ス
ピ
ー
ド
の
速
い

光
回
線
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。

ご
み
環
境
学
習
会
の
開
催

　

環
境
部
会
で
は
、
５
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
～
12
時
に
香
川
自
治
会
館
に

お
い
て
ご
み
環
境
学
習
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
ゴ
ミ
出
し
分
別
で
困
っ
て
い
る

こ
と
や
疑
問
を
、
学
習
会
に
参
加
す
る

こ
と
で
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

平
成
29
年
度
新
設
防
犯
灯
の
申
請

　

市
よ
り
新
設
の
要
望
書
を
受
理
し
、

５
月
末
の
提
出
期
限
に
向
け
、
各
町
内

会
ご
と
に
希
望
箇
所
を
検
討
・
報
告

し
、
自
治
会
と
し
て
ま
と
め
て
提
出
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
２
月
４
日
（
土
）、
５
日

（
日
）
の
２
日
間
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養

成
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

二
日
間
に
わ
た
る
研
修
会
で
は
、
防

災
専
門
家
、
市
の
職
員
、
消
防
、
日
赤

関
係
者
か
ら
茅
ヶ
崎
市
の
特
性
に
即
し

た
内
容
で
、
座
学
と
実
習
を
交
え
て
災

害
時
の
対
応
を
勉
強
い
た
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
例
か
ら
も
大
き
な
災
害
時
に

は
、
地
域
や
各
自
で
の
活
動
に
よ
っ
て

多
く
の
命
が
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
「
自
ら
の
身
と

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
強
く
持
ち
続
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
研
修
内
容
も
災
害
前

の
心
の
準
備
、
予
防
や
備
え
、
災
害
後

の
生
き
残
り
、
生
活
に
関
し
て
、
と
い

う
流
れ
で
進
み
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
研
修
後
に
感
じ
た
こ
と
は
、

第
二
町
内
会

　佐
久
間
誠
一
郎

防災

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
報
告

ど
れ
だ
け
防
災
に
関
す
る
専
門
的
な
知

識
を
勉
強
し
て
も
、
災
害
時
に
そ
の
ま

ま
ス
ム
ー
ズ
に
生
か
せ
る
だ
ろ
う
か
と

言
う
こ
と
で
す
。

　

や
は
り
一
番
大
切
な
事
は
地
域
の
人

た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
と

思
い
ま
す
。
災
害
後
の
絆
も
大
切
で
す

が
、
常
日
頃
の
絆
作
り
を
最
優
先
に
研

修
会
で
の
内
容
を
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
助
だ
け
で
は
な
く
自
助
、
共
助
で

地
域
の

防
災
力

を
高
め

ま
し
ょ

う
。

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
長
会
議
よ
り

防犯

香
川
ご
み
通
信 

11

環
境
部
会
長
　宮
田
　義
男

段ボール 段ボール

新聞

雑誌

雑がみ

牛乳パック

書籍

新聞 コピー用紙

段ボール

トイレットペーパ

菓子箱
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硲　

百
合
子

声
か
け
て
供
へ
る
独
活
の
酢
味
噌
和

　

亡
く
な
っ
た
ご
主
人
は
お
酒
好
き
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
春
の
香
の
強
い
独

活
の
酢
味
噌
和
は
、
い
か
に
も
日
本
酒

の
つ
ま
み
に
適
わ
し
い
。
遺
影
に
声
を

掛
け
て
供
え
る
作
者
の
顔
に
も
、
自
ず

と
笑
み
が
浮
か
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

擂
鉢
を
押
へ
る
役
目
草
の
餅

　

蒸
し
た
糝し

ん
こ粉

と
蓬
を
混
ぜ
て
擂
鉢
で

こ
ね
て
草
餅
を
作
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
昔
は
自
分
が
主
役
で
あ
っ
た
が
、

年
を
取
っ
て
、
今
は
擂
鉢
を
押
え
る
役

に
な
っ
た
。
蓬
の
匂
い
が
立
ち
、
共
同

で
草
餅
を
作
る
こ
と
は
楽
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
喜
代
治

夕
暮
れ
の
林
膨
ら
む
百
千
鳥

　

百
千
鳥
と
言
え
ば
普
通
、
朝
か
昼
間

を
思
う
が
、
夕
暮
の
林
に
目
を
つ
け
た

と
こ
ろ
が
面
白
い
。
確
か
に
夕
暮
れ
の

木
立
に
盛
ん
に
鳥
が
鳴
き
、
殊
に
雀
が

騒
い
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。
「
林
膨
ら

む
」
の
表
現
が
よ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

宍
道
湖
の
輝
き
の
な
か
蜆
採
る

　

朝
日
に
輝
く
宍
道
湖
に
舟
を
出
し
て

蜆
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
宍
道
湖

の
水
面
が
輝
き
、
蜆
を
採
る
道
具
も
、

人
も
蜆
も
輝
い
て
い
る
の
だ
。
い
か
に

も
お
い
し
そ
う
な
蜆
の
粒
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

湧
水
の
流
る
る
里
や
百
千
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

岡
崎
の
赤
だ
し
け
ふ
の
蜆
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
崎　

琴

き
さ
ら
ぎ
や
心
の
張
り
の
一
万
歩

選
者
吟　
　
　
　
　
　

　

若
布
干
す
伊
豆
大
島
を
正
面
に

連
絡
先　

硲　

百
合
子
☎
(51)
７
３
９
６

訃
報（
平
成
29
年
４
月
25
日
現
在
）

平成２９年５月１５日

　

1980

年
に
４
号
店
と
し
て
香
川
店

が
開
店
さ
れ
て
か
ら
37
年
。
自
己
破
産

申
請
で
３
月
17
日
に
、
負
債
額
約
２
億

円
で
倒
産
し
全
店
閉
鎖
し
た
。

　

こ
こ
数
日
は
「
売
り
物
が
ス
カ
ス
カ

に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
予
兆
が
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
閉
店
セ
ー
ル
も
な
く
前

の
日
ま
で
営
業
し
て
い
た
の
に
突
然
の

閉
鎖
。
閉
じ
た
ま
ま
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に

「
告
知
書
」
が
張
り
出
さ
れ
、
知
ら
ず
に

来
た
人
も
び
っ
く
り
と
の
こ
と
。

　

レ
ジ
の
人
が
、
ク
ラ
ウ
ン
の
金
券
は

お
早
目
に
使
っ
て
と
言
っ
て
く
れ
て
い

た
け
ど
、
３
月
31
日
ま
で
使
え
る
の
で

と
い
う
人
も
。

　

あ
ま
り
利
用
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
が,

長
年
見
慣
れ
た
お
店

が
な
く
な
る
の
は
シ

ョ
ッ
ク
で
あ
り
寂
し

さ
を
感
じ
る
。
跡
地

に
は
何
が
入
る
の
だ

ろ
う
か
。(

Ｊ)

●６月３日（土）
　午後５時～　　宵宮祭式典
　午後６時半～　演芸の奉納
●６月４日（日）
　午前８時～　神輿巡行
　午後６時～　９時まで大祭演芸

●７月 17 日（月）
　場　　所　　茅ヶ崎西浜海岸
　午前７時～　浜降祭合同祭開会
　午前８時～　帰途へ

諏
訪
神
社
例
大
祭

浜
降
祭

お 知 ら せ

　　  

休 日 隊

時　間：14時～16時
活　動：4～６人体制で
　毎月第二土曜日限定
連絡先：防犯部会
　　　　会長 武田 久弘
電　話：51－3845

　

今
年
で
５
年
目
を
迎
え
た
ラ
ジ
オ
体

操
に
連
日
多
く
の
人
が
来
て
下
さ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

散
歩
が
て
ら
来
る
人
、
自
転
車
で

や
っ
て
く
る
人
な
ど
様
々
で
す
が
、
体

操
を
終
え
た
皆
さ
ん
の
表
情
は
、
晴
れ

晴
れ
と
爽
や
か
な
笑
顔
で
挨
拶
を
交
わ

し
な
が
ら
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
嬉
し
い
の
は
登
校
前
に
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
来
て
く
れ
る

児
童
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と
で
す
。
朝

の
こ
の
時
間
を
子
供
と
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
か
。
ま
さ
し
く
３
世
代
で
の
体

操
の
形
が
出
来
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

１
年
生
の
時
か
ら
き
て
い
る
Ｓ
さ
ん

と
Ｔ
君
も
今
で
は
５
年
生
に
な
り
ま
し

た
。
最
初
の
年
は
Ｔ
君
の
お
母
さ
ん
に

お
ん
ぶ
さ
れ
て
来
て
い
た
Ｔ
君
の
妹
も

歩
い
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
成

長
を
続
け
る
子
供
達
を
見
る
の
は
楽
し

い
も
の
で
す
。
子
供
と
町
で
す
れ
違
っ

た
時
に
挨
拶
さ
れ
た
と
喜
ん
で
い
る
参

加
者
も
・
・
・
！

　

こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
勿
論
第
二
町

内
会
で
な
く
て

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

他
の
町
内
の
皆

さ
ん
も
ご
一
緒

し
ま
せ
ん
か
？

　

日
曜
を
除
い

た
毎
朝
６
時
半

か
ら
堂
庭
公
園

で
や
っ
て
い
ま

す
。

（
第
二
町
内
会

　

中
村
博
子
）

　

玄
珊
寺
西
側
交
差
点
よ
り
北
側
、
35

ｍ
に
わ
た
る
勘
重
郎
堀
跡
地
の
安
全
対

策
と
し
て
、
29
年
３
月
に
既
存
の
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
水
路
側
に
高
さ

1.8
ｍ
の
フ
ェ
ン
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
行
政
に
対
し
て
は
、
水
路

を
暗
渠
に
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
安
全
対
策
と
な
っ
た

も
の
で
す
。

三
橋　

俊
男
様　
　

69
歳　

２
月
15
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

24
・
１
組

古
川　

眞
次
様　
　

73
歳　

３
月
12
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

24
・
５
組

島　
　

良
兼
様　
　

82
歳　

３
月
31
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

38
・
４
組

新
倉　
　

勇
様　
　

78
歳　

４
月
１
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

９
・
１
組

佐
野　

一
男
様　
　

87
歳　

４
月
８
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

12
・
２
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

香
川
自
治
会
と
し
て
、
地
域
住
民
の

安
全
・
安
心
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
、
28

年
度
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
予
算
に

組
み
込
み
、
市
役
所
お
よ
び
警
察
署
と

設
置
場
所
の
選
定
等
、
現
地
調
査
・
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

行
政
の
対
応
遅
れ
に
よ
り
、
設
置
は
次

年
度
に
ず
れ
込
み
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
市
は
神
奈
川
県
の
事
業
期
間

３
年
に
合
わ
せ
、
29
年
４
月
に
地
域
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業
補
助
制
度
を
創

設
・
施
行
。
こ
れ
に
よ
り
茅
ヶ
崎
市
全

体
と
し
て
初
年
度
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
13

台
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
事
業
の
位
置
づ
け
と
し
て
、
●

あ
ら
ゆ
る
災
害
や
危
機
に
効
果
的
に
対

応
す
る　

●
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち　

●
安
全
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る

持
続
可
能
な
暮
ら
し
づ
く
り　

●
犯
罪

の
未
然
防
止
等
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
し
て
は
、
３
月
の
29
年
度
当

初
予
算
議
決
の
直
後
、
市
内
の
自
治
会

に
制
度
概
要
書
及
び
平
成
29
年
度
地
域

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
事
前
申
込
票

を
送
付
し
、
併
せ
て
茅
ヶ
崎
市
ま
ち
ぢ

か
ら
協
議
会
連
絡
会
へ
の
報
告
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

市
に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
防
犯
灯
へ
全
面

切
り
替
え
が
行
わ
れ
た
た
め
、
自
治
会

の
28
年
度
の
切
り
替
え
予
算
150
万
円
を

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
振
り
替
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、　

香
川
自
治
会

は
、
何
台
の
助
成
割
り
当
て
に
な
る
か

ま
だ
未
定
で
す
が
、
助
成
と
合
わ
せ
相

当
数
の
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
の
内
容
と
し
て
は
、

■
県
補
助
額　

対
象
経
費
の
1/2
以
内
。

但
し
、
１
台
あ
た
り
18
万
円
を
限
度
。

■
市
補
助
額　

対
象
経
費
の
1/4
以
内
。

但
し
、
１
台
あ
た
り
９
万
円
を
限
度
。

　

残
り
を
香
川
自
治
会
が
負
担
す
る

こ
と
に

な
り
ま

す
。

　

香
川
駅
前
ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ウ
ン
倒
産

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
・
設
置
へ
！

勘
重
郎
堀
・
安
全
柵
設
置浜降祭

例大祭


